
庄
内
地
域
づ
く
り
と
子

育
て
・
文
化
協
同
の
会
主

催
に
よ
る
「
教
育
講
演
会
」

が

日
、
渡
前
地
区
地
域

17
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

講
師
は
山
本
由
美
・
和

光
大
学
教
授
で
、
「
小
中

一
貫
校
で
子
ど
も
の
発
達

は
保
障
で
き
る
か
」
と
題

し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
統
廃
合

山
形
県
は
上
か
ら

12

番
目２

０
０
０
年
前
後
に
全

国
で
廃
校
数
が
急
増
し
、

年
間
３
０
０
～
６
０
０
校

が
廃
校
に
な
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
別
で
は
北
海

道
の
廃
校
数
が
最
も
多

く
、
次
い
で
東
京
都
で
、

地
方
は
〝
平
成
の
大
合
併

〟
を
背
景
に
学
校
統
廃
合

が
行
わ
れ
、
山
形
県
は
上

か
ら

番
目
に
多
い
。

12
２
０
１
２
年
の
第
２
次

安
倍
政
権
が
、
「
平
成
の

学
制
大
改
革
」
を
掲
げ
、

２
０
１
４
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
地
方
創
生
」
政
策

の
中
で
も
、
総
務
省
が
要

請
し
た
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
が
、
強
力

な
統
廃
合
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
将
来
の
人
口

減
と
税
収
減
の
推
計
に
応

じ
た
、
公
共
施
設
の
総
量

見
直
し
で
、
教
育
的
理
由

と
無
関
係
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

文
科
省
が

年
ぶ
り
に

58

改
定
し
た
「
公
立
小
学
校

・
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
等
に
関
す
る
手

引
」
（
２
０
１
５
年
１
月

日
）
は
、
教
育
学
的
検

27証
が
不
十
分
な
ま
ま
に
、

小
規
模
校
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

な
評
価
を
下
し
た
。

１
９
７
３
年
の
文
部
省

「
Ｕ
タ
ー
ン
」
通
達
で
は
、

「
小
規
模
校
に
は
教
職
員

と
児
童
・
生
徒
と
の
人
間

的
な
触
れ
合
い
や
個
別
指

導
の
面
で
小
規
模
校
と
し

て
の
教
育
上
の
利
点
も
考

え
ら
れ
る
」
、
小
規
模
校

と
し
て
存
置
し
充
実
す
る

方
が
望
ま
し
い
場
合
も
あ

る
。
ー
と
し
て
い
た
通
達

は
廃
止
さ
れ
た
。

学
校
統
廃
合
は
、
統
合

に
伴
う
通
学
条
件
の
悪
化

が
、
子
ど
も
の
教
育
権
を

侵
害
す
る
。

鶴
岡
市
は
期
限
を
設
け

た
統
廃
合
の
強
行
策

鶴
岡
市
は
、
２
０
１
１

年
５
月
の
学
校
適
正
配
置

基
本
計
画
で
、
複
式
学
級

を
解
消
す
る
と
し
、
２
０

１
４
年
度
末
ま
で
、
地
域

に
組
み
合
わ
せ
を
決
め
さ

せ
る
と
い
う
、
最
初
か
ら

期
限
を
設
け
た
強
行
策
が

特
徴
の
よ
う
に
見
え
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ߢ
Ђ
ؙ
ƙ
ϒ
ೖ
Ơ
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ౕ
Ž
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▽

月
２
日
、
朝
暘
第
一
小
学
校
の
図

11
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
読
み

聞
か
せ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
昼
休
み
に
廊
下
の
小
さ

な
広
場
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
参

加
で
、
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

し
た
が
、

名
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち

30

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

前
日
何
度
も
練
習
し
て
き
た
「
ジ
オ

ジ
オ
の
か
ん
む
り
」
と
い
う
絵
本
を
心

を
込
め
て
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
く
れ
て
感
激
し

ま
し
た
。

廊
下
で

す
か
ら
、

ス
ピ
ー
カ

ー
が
必
要

で
は
と
思

わ
れ
る
賑

や
か
さ
で

し
た
が
、

子
ど
も
ら

の
元
気
な
声
を
聞
い
て
心
が
ポ
カ
ポ
カ

し
ま
し
た
。

▽
２
０
０
３
年
に
学
校
図
書
館
大
賞
を

受
賞
し
て
以
来
、
学
ぶ
力
と
豊
か
な
感

性
を
養
う
同
校
の
図
書
館
活
用
教
育

は
、
全
国
の
教
育
関
係
者
の
注
目
を
受

け
続
け
、
市
内
の
多
く
の
小
学
校
で
も

活
発
な
学
校
図
書
館
活
用
教
育
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
活
動
の

土
台
を
支
え
る
専
門
職
で
あ
る
図
書
館

司
書
は
任
期
付
き
の
非
常
勤
職
員
、
小

規
模
校
で
は
短
時
間
勤
務
で
す
。
国
の

教
育
予
算
の
抜
本
的
増
額
が
こ
こ
で
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽

日
、小
中
一
貫
校
学
習
会
に
参
加
。

17
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
小
中
一
貫
校
構

想
は
教
育
充
実
に
逆
行
す
る
と
い
う
事

と
、
「
子
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
問
題

に
子
ど
も
が
意
見
を
表
明
す
る
権
利
」

を
保
障
す
る
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

再
認
識
し
ま
し
た
。（

県
議

関

徹
）
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新つるおかＨＰ

市議会１２月定例会日程（予定）

※開会時刻は10：00です。

１２月３日（火）本会議

（開会、提案説明、総括質問等）

予算特別委員会

１２月５日（木）本会議（一般質問）

６日（金）本会議（一般質問）

午後1:00：党市議団（予定）

９日（月）本会議（一般質問）

１０日（火）常任委員会（総務）

１１日（水）常任委員会（市民文教）

１２日（木）常任委員会（厚生）

１３日（金）常任委員会（産業建設）

１９日（木）予算特別委員会

２０日（金）本会議（閉会）

☆請願締切り 11月２６日（火）午後1時



（
１
面
の
つ
づ
き
）

学
校
統
廃
合
は
必
ず

「
対
等
・
平
等
方
式
」
で
、

１
か
ら
す
べ
て
新
し
く
す

る
べ
き
だ
が
、
統
合
を
見

送
っ
た
栄
小
・
長
沼
小
・

羽
黒
第
一
小
の
３
校
は
、

第
２
期
計
画
で
２
０
１
８

年
度
に
廃
校
に
追
い
込

み
、
見
せ
し
め
の
よ
う
な

編
入
合
併
と
し
た
。

こ
れ
だ
け
大
規
模
な
統

廃
合
な
の
に
、
統
廃
合
後

の
子
ど
も
た
ち
の
検
証
は

十
分
と
は
言
え
な
い
。

校
長
か
ら
の
課
題
と
し

て
、
「
友
達
の
か
か
わ
り

が
広
が
っ
た
分
、
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
た
と
感
じ
て
い

る
保
護
者
も
い
る
よ
う

だ
」、「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

登
下
校
に
時
間
を
要
し
、

教
育
活
動
に
影
響
」
な
ど

が
あ
り
、
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
児
童
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
」

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
」
は
意
味
不
明

藤
島
地
域
の
小
中
一
貫

校
計
画
は
、
「
文
厚
エ
リ

ア
未
来
プ
ラ
ン
」
３
つ
の

部
会
な
ど
位
置
づ
け
が
わ

か
り
に
く
い
。

他
自
治
体
と
の
相
違
が

不
明
な
「
鶴
岡
型
小
中
一

貫
教
育
」
も
、
意
味
不
明

だ
。教

育
委
員
会
の
説
明

で
、義
務
教
育
学
校
は
「
９

年
間
同
じ
学
校
で
生
活
す

る
こ
と
で
問
題
行
動
や
不

登
校
が
減
少
」と
い
う
が
、

検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

逆
の
実
態
（
義
務
教
育

学
校
で
不
登
校
増
加
）は
、

つ
く
ば
市
で
検
証
さ
れ
て

い
る
。

小
中
「
乗
り
入
れ
授
業
」

の
実
施
と
あ
る
が
、
「
教

職
員
の
移
動
や
日
課
票
の

調
整
」
で
、
ま
と
も
に
導

入
し
て
い
る
の
は
三
鷹
市

ぐ
ら
い
、
他
は
ほ
ぼ
形
骸

化
し
て
い
る
。

導
入
し
た
ら
教
職
員
の

負
担
は
増
大
し
、
教
員
の

後
補
充
の
問
題
も
生
じ

る
。

「
Ｑ
＆
Ａ
」
に
事
実
誤
記

が
多
い

教
育
委
員
会
の
「
Ｑ
＆

Ａ
」
に
は
事
実
誤
記
が
多

い
。「

小
中
一
貫
教
育
の
成

果
が
明
ら
か
に
な
り
」
と

い
う
が
、
２
０
１
５
年
の

法
改
正
段
階
で
は
、
文
科

省
は
「
同
一
条
件
で
、
一

貫
校
と
非
一
貫
校
を
比
較

し
た
調
査
は
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
。

「
小
中
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い

う
用
語
は
な
く
、
「
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
」
に
は
、
科
学

的
根
拠
が
な
い
と
、
国
立

教
育
政
策
研
究
所
が
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
化
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
法
改
正
で

の
国
会
審
議
で
は
、
「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
」
に
一
言
も

触
れ
な
か
っ
た
。

「
全
国
に
１
１
７
５
校
の

小
中
一
貫
校
」と
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
小
中
連
携
教

育
校
で
施
設
分
離
。
義
務

教
育
学
校
は
約
２
３
０
校

に
す
ぎ
な
い
。

不
十
分
な
住
民
説
明

会
住
民
説
明
会
で
も
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
十

分
な
声
が
あ
が
ら
な
か
っ

た
。「

小
学
校
が
藤
島
に
一

つ
だ
と
、
広
す
ぎ
て
、
低

学
年
に
と
っ
て
小
学
校
の

地
域
の
感
じ
が
ど
う
な
る

の
か
、
渡
前
だ
と
海
浜
学

校
や
獅
子
踊
り
な
ど
地
域

の
人
と
や
っ
て
い
る
こ
と

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
や

っ
て
い
け
る
の
か
」
な
ど

の
発
言
に
注
目
さ
れ
る
。

「
回
答
」
に
疑
問

「
小
中
一
貫
教
育
校
で
期

待
さ
れ
る
効
果
」
の
「
回

答
」
で
は
、

•

「
地
域
の
良
さ
を
追
求

す
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

を
系
統
的
に
行
い
、
現
状

の
連
携
教
育
よ
り
も
深
い

理
解
と
郷
土
愛
の
醸
成
が

図
ら
れ
る
」
は
、
各
校
で

継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸

能
な
ど
は
消
え
、
地
域
性

は
薄
く
な
る
。

•

「
学
校
形
態
に
関
わ
ら

ず
少
子
化
は
進
む
」で
は
、

小
学
校
の
な
い
地
域
に
子

育
て
家
族
は
戻
ら
な
い

し
、
来
な
い
。

子
育
て
イ
ン
フ
ラ
を
保

つ
こ
と
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
存
続
の
条
件
で
あ

る
。

•

「
義
務
教
育
学
校
の
場

合
、
加
配
制
度
に
よ
り
教

職
員
が
増
加
す
る
可
能
性

が
高
い
」
は
、
悪
質
な
虚

偽
で
あ
る
。

１
小
１
中
統
合
の
場
合

の
み
、
１
名
加
配
で
教
員

数
は
変
わ
ら
な
い
が
、
統

合
校
数
が
増
え
れ
ば
教
職

員
数
は
減
る
の
み
だ
。

•

「
急
に
人
数
が
増
え
た

場
合
の
友
達
関
係
は
、
増

加
す
る
教
員
に
よ
り
細
や

か
に
対
応
」
は
、
対
生
徒

比
率
で
は
教
員
数
は
減

る
。

精
神
的
健
康
な
ど
低
い

傾
向私

た
ち
は
、
文
科
省
科

学
研
究
費
研
究
「
小
中
一

貫
教
育
の
総
合
的
研
究
」

（2
0
1
2
-
1
4

年
度
）
を
大

規
模
に
お
こ
な
っ
た
。

学
校
適
応
感
、
精
神
的

健
康
、
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
、

独
立
性
、
協
調
性
に
着
目

し
て
、
一
貫
校
が
非
一
貫

校
よ
り
低
い
傾
向
が
現
れ

た
。山

本
氏
は
講
演
の
最
後

で
、
対
抗
軸
と
し
て
「
子

ど
も
の
意
見
表
明
権
」
を

あ
げ
、
高
知
県
四
万
十
市

下
田
中
学
校
の
統
合
計
画

に
対
す
る
運
動
を
紹
介
し

ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
11月14日入札分

・令和6年災第9202号市道関根坂野下線道路災害復旧工事（坂野下地内）（入札3
業者）
(株)菅興業 4,900,000円（4,950,000円）工期～7/6/27（落札率98.99％）
・市道大泉橋一日市町線(一日市工区)側溝工事（本町二丁目地内）（入札6業者）
田川砂利工業(株) 5,130,000円（5,210,000円）工期～7/2/28（落札率98.46％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月14日入札分

・市本庁舎１階トイレ改修工事
中止

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月15日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区№147-2号マンホールポンプ新設工事（三瀬地内）（入
札8業者うち2業者辞退）
青山工管(株) 30,300,000円（30,950,000円）工期～7/3/28（落札率97.90％）
・市集落排水事業 三瀬地区№137-1号ほかマンホールポンプ新設工事（三瀬地内）
（入札8業者うち1業者辞退）
三和メイテック(株) 41,860,000円（42,720,000円）工期～7/3/28（落札率97.99％）

11月13日入札分
・市集落排水事業 田川地区清水№23-1号マンホールポンプ新設工事（下清水地
内）（入札7業者うち2業者辞退）
森建設工業(株) 16,000,000円（16,400,000円）工期～7/3/28（落札率97.56％）
・市集落排水事業 由良地区NO.6マンホールポンプ改築工事（由良二丁目地内）（入
札7業者うち1業者辞退）
三和メイテック(株) 11,350,000円（11,580,000円）工期～7/3/28（落札率98.01％）

11月12日入札分
・市集落排水事業 三瀬地区管路施設137～147-1号新設工事（三瀬地内）（入札4
業者）
小野寺建設(株) 71,000,000円（72,610,000円）工期～7/3/28（落札率97.78％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月12日入札分

・柳橋径150粍橋梁添架管更新工事（本町二丁目、三丁目地内）（入札7業者うち2
業者辞退）
森建設工業(株) 16,300,000円（16,650,000円）工期～7/3/28（落札率97.90％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
11月5日入札分

・市立荘内病院 手術室フィルタ更新工事（随契）
イワコー(株) 8,200,000円（8,210,000円）工期～7/3/5（落札率99.88％）


